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論文内容の要 旨
ヒドロキシルアミン硫酸塩は， ε ーカプロラクタムの中間原料として，多量に製造されており，重要
な工業薬品であるロ ε ーカプロラクタムを重合すると. 6 ーナイロンになる白従来の製法では，炭酸ア
ンモニウム水溶液~L NOx ガスを吸収させ，さらに S02 ガスを吸収させ， 加水分解して製品とするが.
収率が低く，その上，反応熱除去のために多量の冷媒を必要きとする白本研究では，乙れらの欠点を除き，
省資源・省エネルギ型のプロセスに改良することを目的とした。
まず最初に. NOx 吸収塔だけを対象とし. NOx ガスを苛性ソーダあるいは炭酸アンモニウム水溶液
に吸収させ，その基礎的な反応吸収過程を理論的および実験的に明らかにした。被吸収ガス成分ばかり
でなく，アルカリ成分の移動速度が重要な乙とを見い出し，これらを考慮した吸取速度式を提案した。
得られた知見に基づき，工業装置の形状を変えたところ，目的防?の収率を上げることができた白
つぎに，プロセス全体を対象とし，反応に必要なS02 ガスをあらかじめアンモニア水に吸収させ，
亜硫酸アンモニウムあるいは亜硫酸水素アンモニウム水溶液とし，この液に NOx ガスを吸収させる新
プロセスについて検討した白本吸収系では，各種の窒素ー硫黄化合物が生成するので，これらの成分の
分別定量法を碓立し，各種操作条件(液 pH. 温度，亜硫酸塩濃度.~、料ガス組成など}を変化させ，
最適条件を実験的lと明らかにした口 pH 4 で NOx ガスを吸収させる場合には.吸収塔をー塔省略でき
ることを明らかにした口しかし. pH 6--7 で NOx ガスを吸収させた後，必要な S02 ガスを追加し
て吸収させるプロセスの万が，収率的には優れていた。以上の知見に基づき.上記プロセスの工業化試
験を実施し，収率ア・ソプがはかれるばかりでなく，冷媒使用量も大きく節減できることを確認した。
-463 一
論文の審査結果の要旨
カプロラクタムの中間原料であるヒドロキシルアミン硫酸塩は 炭酸アンモニウム水溶液に NOx ガ
スを吸収させ，さらに S02 ガスを吸収させたのち加水う靖卒してつくられているが， 収率が低く，かっ
o Ocの低温で操作するため多量の冷媒を必要とする白乙の製造工程の改良を試みたのが本論文である。
まず NOx をカセイソーダ，炭酸アンモニウム水溶液に吸収させる場合. NOx ばかりでなくアルカ
リ成分の移動速度が重要な効果を示すことを反応吸収理論から明かにし 硝酸塩となって損失となる
NOx を減少させるにはアノレカリの移動速度を増加させるべきことを示している白
ついで反応に必要な S02 の一部または全部を 40r でアンモニア水に吸収させ，亜硫酸アンモニウ
ムあるいは亜硫酸水素アンモニウム水溶液とし，乙れに NOx を吸収させれば o Oc の操作が省略でき，
かっ NH 3の放散を押える乙とができることを明かにしている。反応に必要な S02 の一部を吸収させ， NOx
の吸収後，桟りの S02 を吸収させると.従来法に比べて収率がよく，かつ硝酸塩の生成がすくないこ
とを示している白反応に必要な全 S02 を最初に吸収させる場合，各種の操作条件 (p H , 温度，亜硫
酸塩濃度，原料ガス組成)を変化させ，最適条件を実験的に明かにしている。しかし NOx の吸収率の
点から 2 一部の S02 を吸収させ， NOx 吸収ののち桟りの S02 を吸収させる方が優れていることを
明かにしている。
以上の知見に基づき，工業化試験を実施し，従来法に比べて収率の増加，冷媒量も大きく節減できる
ことを実証している。
乙れらの研究成果は工学的にも.実用的にも優れたものであり工学博士の学位論文として価値あるも
のと認める白
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